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公益社団法人日本山岳ガイド協会 令和４年度事業報告 

 

令和４年度は、3 年目を迎えるコロナ禍の中、行動制限もある程度緩くなったものの、引き続

き行われ、まだまだ手探り状態が続く日々となりました。幸い、幾多の事業を実施する中で、新

型コロナウイルス感染症のクラスターは言うまでもなく、感染者も出すことなく終了することが

できました。前々年度ほど深刻な状況になることはなく、乗り切ることができました。 

基本的な研修・検定事業は、感染症対策に追われることは前年同様で、人数の制限等を行い、

実施いたしました。  

7 月には、北アルプスの山小屋が連続的にコロナのために休業を余儀なくされ、ガイド事業に

も多大な影響をおよぼしました。令和 4年度後半になるとコロナ禍の状況も徐々にですが、緩和

されつつある兆しがみえてきました。 

冬のシーズンになると海外からの入国者の規制が解除され、一気に外国人が国内に入り、それ

に合わせ、「ジャパンパウダー」を楽しむスキー客が増加、バックカントリースキーの遭難事故が

相次ぎ社会問題化されました。メディアによる「バックカントリースキーは禁止区域に入る行為」

との誤った視点からの報道が相次ぎ、それらの報道に対する正確な判断を本協会から発信してい

ます。 

令和４年度末の正会員数は、2080人と前年度に比べ 35人の増加となりました。正会員団体数

は 60となっております。 

資格認定者数は、国際山岳ガイド 42 名、山岳ガイド 267 名、登山ガイド 1,567 名、自然ガイ

ド 137 名、フリークライミングインストラクター49 名となります。正会員数のうち男性 1,711

名、女性は 369名（構成比 18％）となっております。 

事業実施は、事業計画に則り行われました。 

職能別資格検定試験の実施は順調に行われました。 

「百万人の山と自然 安全のための知識と技術 公開講座」は、コロナ禍の状況を鑑み開催の回

数を減らして、6 月名古屋夏山フェスタ内、6 月福岡夏山フェスタ内、12月大野山アウトドア冬

山フェスタ内の３か所で実施いたしました。 

総会に次ぐ本会の大きなイベントである「自然ふれあい集会」の全国代表者会議、全国安全対

策研修会、全国自然環境会議は、11月 14、15日に、長野県佐久市で開催することができました。

この会議は、ハイブリッド形式で ZOOMによる参加もできました。 

4 月に発足した「登山ガイド育成学校」は、7 名の生徒を集め、1 年 54 日間の授業を終了し、

令和 5年 4月 1日付けにて、登山ガイドステージⅡおよび IML資格を取得します。7名は会員団

体に所属し活躍していくことと思われます。 

 

主な実施事業は次の通りとなります。 

 

１、 資格更新研修会を実施した。 

２、 職能別資格検定試験を実施した。 

３、 国際山岳ガイド資格の認定を行った。 

４、 広報委員会より会報（広報誌）を発刊、夏と春 2回発行した。 

５、 山と自然ネットワーク「コンパス」（登山届・下山届システム）普及事業を山岳四団体での

共同運用にすることができ、山岳安全対策ネットワーク協議会を設立した。 
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山岳四団体は、日本山岳会、日本山岳・スポーツクライミング協会、日本勤労者山岳連盟お

よび本協会から構成される。   

６、 上高地アルプス山荘の大規模修繕（外装、屋根塗装）を環境省補助事業で実施した。 

７、 上高地アルプス山荘の運営を業務提携会社が行なった。 

８、 上高地アルプス山荘において環境省補助事業としてアドベンチャーツーリズムの研修を行

い、2回 18名の会員が参加した。 

９、 国際山岳ガイド連盟（IFMGA）、国際山岳救助委員会（ICAR）、国際マウンテンリーダー連

盟（UIMLA）とのスタンダードの共有、連携、交流事業などを含め、総会にリアルで参加

することができた。 

１０、国際山岳ガイド連盟の総会（スロバキアでの開催）に参加した。 

１１、国際山岳救助委員会の総会（スイスでの開催）に参加した。 

１２、国際マウンテンリーダー連盟の総会（クロアチアでの開催）に参加した。 

１３、IML（国際マウンテンリーダーハイキング・トレッキングガイド）の資格認定は、令和 5 

年 3月 31日段階で 74名。 

１４、登山ガイド育成学校を開校。第 1期生 生徒 7名が在籍し、修了した。 

１５、令和 5年 2月、自然環境委員会、コンプライアンス委員会主催での研修会を実施した。 

   

 3 年間におよぶ新型コロナウイルス感染症の影響により、多くの事業が、縮小を余儀なくされ

た中で、これらの対応には事務局、担当委員会、担当理事に多くの負担をかけることとなり、更

に参加予定の会員にはご迷惑をおかけすることになりました。 

令和３年７月より始まったハイキング・トレッキング分野のガイドの国際組織である国際マウ

ンテンリーダー連盟（UIMLA）の認定研修は、当初の目標には達していないが、順調に会員内

に IML資格の存在が認識し始めてきました。 

継続して作業を続行しているガイドレシオ、職能範囲の見直し、検討についてはいくつもの団

体、会員の皆様から様々な要望、提案をいただいています。それらの要望、提案はガイド業務実

施のうえでも緊急に解決しなければならない課題でしたが、年度末ぎりぎりにまとめることがで

きました。 

積み残しとなってしまった課題は、職能別資格検定試験に伴う、各種教本の見直しおよび整備

は、実技検定試験の改定などを含め、順次進めています。 

今年度末に実施する予定でありました資格更新研修申し込みのオンライン化は、システム構築

の遅れから、1年見送りとなりました。 

これらの課題は、次期の早い時期に解決を目指す方向で進めています。 

 

以上 

 

代表理事 理事長  武川 俊二 


